
  

 
菅生スーパーFJ 選手権 第１戦・第２戦 

２０２０年 １０月１０～１１日  天候:雨  参加５台 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Text/Photo:はた☆なおゆき 

当初は 4 月 26 日、5月 17 日に開催されるはずであったスーパーＦＪ菅生選手権の

第 1 戦、第 2 戦がコロナ禍で中止となり、その代替レースがスーパー耐久と併せて、

10 月 10〜11 日に開催された。 

エントリー台数は、わずか５台。その理由として挙げられるのは２週連続での開催で

あること、そして何より同日に鈴鹿、筑波／富士シリーズも行われたからと思われる。 

結果的に、鈴鹿と富士のレースは台風 14 号の接近により、早々に中止を決定された。

それはともかくスケジュールの重なりがなければ、少なからず遠征してきたドライバ

ーもいたことだろう。５人はいずれもアルビレックスレーシングチーム所属のドライ

バー。中村寿和監督も自ら参戦し、何としてでもシリーズを成立させようという思い

には敬意を称したい。 

 



《予選》 

金曜日までの練習走行ではドライコンディションが保たれたものの、土曜日早朝に

行われた予選はあいにくの雨模様。中にはおそるおそる……といった走りのドライバ

ーもいたが、その状況において、ひとり気を吐いたのが須合修也選手だった。秒単位

でチームメイトを引き離していたドライバーは、8 月に行われたスーパーFJ ジャパ

ン・チャレンジ(全国戦)で遠征ドライバーにつぐ結果を残し、また、１週間前に行わ

れたレースでもポール・トゥ・ウィンを飾っていた。 

「木曜の練習走行は雨だったんですが、クラッシュしちゃって。それでウェットコン

ディションにはいい印象がなかったんですが、思った以上に切り替えることができて

いて、予選はしっかり走ることができました。先週、初優勝できて、けっこう自信は

つきました。寂しいですけど、台数が。その分、決勝で僕が目立ちます」と須合選手。 

開始から 6分後に１コーナーでコースアウトした車両があり、赤旗中断となっていた

が、再開後は集中力を絶やさず、わずか２周のアタックの機会にベスト、セカンドベ

ストともに最速タイムを記し、第 1戦、第 2戦ともにポールポジションを獲得するこ

ととなった。２番手は長谷部一真選手が獲得。２戦ともに順位は変わらず。 

 

 

 

《決勝レース１》 

 決勝レースは２戦とも日曜日の午前に行われた。まずは第１戦。強い雨の降る中、

好スタートを切った須合選手は、オープニングの１周だけで長谷部選手に 3秒６もの

差をつけ、その後はファステストラップを更新しながら周回を重ねていった。10 周目

の馬の背で、勢い余ってコースアウトするシーンもあったが、大量リードによってト

ップの座はそのまま。13 秒の大差をつけて２連勝を飾った。 



「しっかり最後まで離そうと思って走っていました。１回だけブレーキングをミスし

ました。いろいろ探っていたので。第２戦も残っているので、いろいろ課題を見つけ

ていました。次もまだまだ行きます」と須合選手。 

 一方、大差をつけられたとはいえ、２位の長谷部選手は自己ベストを最終ラップに、

しかも予選タイムを 1 秒 6 秒も上回り、「僕も自分なりにベストを尽くそうと思って

走っていました」と語っていた。そんな長谷部選手の強い思いは、続く第２戦に形と

なって表れる。 

 

《決勝レース２》 

 好スタートを切った長谷部選手は、須合選手を抜くまでには至らなかったものの、

１周目を背後につけて走行。その後はまた引き離されるかと思いきや、案外差は広が

らず。雨足が第１戦よりはるかに弱まっていたこともあって、レース半ばには予選を

上回るタイムが記録されるようになるのだが、時に須合選手のタイムを長谷部選手の

方が勝るようになり、最終的にはファステストラップまで記録する。 

 結果的に須合選手は逃げ切るが、その差はわずか 3秒。長谷部選手の急激な成長を

物語っていた。実はこれには理由があり、ウェットコンディションでは前走者のライ

ンが目に見えて残り、しかもわずかながらも水は履けている。そこをしっかりトレー

スしていたためだ。「途中からコピーして走りました。ウェットレースではラインが

見えるので、頑張って走りました」と長谷部選手。それも１周目に大きく遅れること

なく続いていけたからで、気づいたことが何より重要なのだ。 

 そして、須合選手は３連勝を飾り、チャンピオンを獲得。「（長谷部選手が）ファス

テストラップ出したことは（１コーナー手前に電光掲示板があるため）分かっていま

した。でも、焦って回ったりしたら無駄だと思ったので、シリーズチャンピオンと１

位目指して走りました。チャンピオンは、やっぱり気持ちいいですね！  



今は 19 才で、以前はカートだけです。スピードパーク新潟っていう、チームの地元

のシリーズで走っていました。日本一決定戦も出ます。今年学んだことを、いろいろ

試したいです」と須合選手。 

 ２戦ともに３位、４位は池内比悠選手、そして大川烈也選手が獲得。第１戦はスピ

ンでリタイアを喫した中村監督も、第２戦はしっかり完走を果たしていた。 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 



 

 

 
 
 
 


